副腎皮質腺腫の微細構造 by 増田 高行
副腎皮質腺腫の微細構造
著者 増田 高行
号 785
発行年 1976
URL http://hdl.handle.net/10097/19170
 氏名(本籍)
 学位の種類
学位記番号
学位授与年月日
 学倖授与の要件
研究科専門課程
学位論文題目
 まナだたかゆき
 増田高行(宮城県)
医学博士
 医博第785号
 昭和51年3月25日
 学位規則第5条第1項該当
東北大学大学院医学研究科
 (博士課程)病理学系専攻
 副腎皮質腺腫の微細構造
 (主査)
論文審査委員教授笹野伸昭 教授山本
教授諏訪
行
夫
敏
己
糸
 一13一
論文内容要旨
 臓器特に内分泌腺を充分に理解するためには,機能と結びついた構造の把握が不可欠である。
 副腎皮質では機能の解明が,近年目ざましく進んでいるが,形態学的研究は比較的遅れている。
 本研究では,機能を異にする副腎皮質腺腫と人副腎皮質各層の構造を比較検討した。
 研究材料と方法
 材料は人副腎組織およびその腺腫の手術材料である。正常副腎の観察には,腎結核,副腎外褐
 色細胞腫,腎血管性高血圧症各1例と,乳癌4例を用いた。腺腫は,原発性アルドステロン症17例,
 クッシング症候琳9例を用いた。材料は摘出後直ちに・2%グルタールアルデハイド,2%ホル
 ムアルデハイドリン酸緩衝液にて固定した。電顕観察用としては,型のごくオスミック酸により
 後聞定を行い,脱水,エポン包埋を行った。
 結果と考察
 副腎皮質は,ヌテロィドホルモン産生細胞に特徴的な豊富な滑面小胞休と独特のクリステを有する
 ミトコンドリア,リポイド滴の性状から,球状帯外層,束状帯内層および網状帯の4層に区分す
 ることが出来る。ここでは特に,機能層として注目されっつある束状帯外層と網状帯に重点をお
 いた。L束状帯外層:この層は通常数個の細胞層の厚さよりなる。ミトコンドリアには,層板状
 のクリステを有する小型桿状と円形で中型のものが混在している。滑面小胞体は,くびれのある
 小管状を示し比較的良く発達している。リポイド滴には,小型で電子密度の高いものと大型で電
 子密度の低いものが見られる。以上の所見は束状帯外層が,球状帯と束状帯内層の両者の性格を
 もつことを示している。又隣り合った細胞膜は,球状帯と同様単純な指状突起を示す。この他,
 束状帯内層から網状帯にかけて稀に見られる複雑な指状突起も存在する。指状突起の意義は不明
 であるが,ACTHを投与されたラットの束状帯から網状帯にかけて指状突起が出現すると言わ
 れ,受容体等に関与したものと思われる。2.網状帯:ミトコンドリアと滑面小胞体の形からA,
 B二型の細胞が区別される。A型細胞では,ミトコンドリアが大型円状又は中型角状の不規則な
 形を示し良く発達している。クリステの大部分は小胞状であるが,時折ミトコンドリアの中央部
 に層板状のものを容れる。滑面小胞体は小胞状を示し,非常に良く発達している。粗面小胞体に
 は層板状を示すものの他に,小胞体のものがあるが,リボゾームの付着は少数しか認められない。
 B型細胞では,ミトコンドリアが小型桿状を示し良く発達している。クリステは小管状を示すが,
 一般には球状帯で見られた様な層板状を示さず,やや拡張している。ミトリコンドリアの基質の
 電子密度はA型に比べ高い。滑面小胞体は主に小管状を示し,非常に良く発達している。・この他
 小型で電子密度の高いリポイド滴,リポフスチン顆粒等を含んだライゾゾームには,両者闇に差
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 が認められない。A型B型細胞の機能的意義については,材料入手の困難性や正常状態の定義な
 どの問題があり不明であり,今後の課題である。3,原発性アルドステロン症腺腫二定型的な腺腫
 は,胞体の大部分を電子密度の低い大型のリポイド滴が占め,ミトコンドリアは少なく,小型桿
 状を示す。クリステはほとんど見られず,基質の電子密度は高い。滑面小胞体の発達の程度は様々
 で,くびれのある小管状のものが主体を占める。以上から,定型的原発性アルドステロン症腺腫
 は,束状帯外層の細胞に類似したものと考えられる。すなわち束状帯外層は,原発性アルドステ
 ロン症腺腫と同様の機能を営んでいると思われる。4.クッシング症候群腺腫:定型的腺腫では,
 ミトコンドリアがいびつな中型円状を示し非常に良く発達している。クリステは主として小管状
 一である。滑面小胞体は小管状で非常に良く発達している。又複雑な指状突起も見られる。以上か
 ら,定型的クッシング症候群腺腫は,網状帯B型細胞に類似していると考えられる。すなわち網臨
 状帯B型細胞は,クッシング症候群腺腫と同様の機能を有していると思われる。5,非定型的副腎
 皮質腺腫:原発性アルドステロン症腺腫のうちの一部では,ミトコンドリアが中型円状で数多く,
 クリステが小胞状で良く発達し,滑面小胞体が小管状の腺腫も認められた。以上の様に,ミトコ
 ンドリアが束状1態内層ないし網状帯A型細胞に類似した非定型的原発性アルドステロン症腺腫が
 存在する。又,ミトコンドリアが球状帯のもの類似で,滑面小胞体のほとんど認められない非定
 型的腺腫も存在する。クッシング症候群腺腫にも非定型的腺腫が存在する。これは,ミトコンド
 リアが小型桿状で,ほとんどクリステをもだす,基質の電子密度が高く,滑面小胞体が少数で円
 状を示し,単純な指状突起をもっている6この腺腫は,笹野のクッシング症候群n型腺腫に相当
 し,束状帯外層ないし原発性アルドステロン症腺腫に類似した非定型的クッシング症侵群腺腫と
 言うことが出来る。以上の様に,微細構造学的に画一的に考えられない副腎皮質腺腫が少なから
 ず存在する。生化学的にも,腺腫中に含まれる各種ステロイドホルモンの割合は様々と言われ,
 非定型的腺腫の存在が充分考えられる。これらの腺腫の細胞小器官と酵素の局在,ホルモンの産
 生,分泌の関連性を追求することは,副腎皮質を理解する上で有意義と思われる。まとめ:①形
 態学的に原発性アルド不テロン症腺腫細胞は,束状帯外層細胞に類似し,'クッシング症候群腺腫
 は,網状帯B型細胞に類似する。②微細構造的な非定型的副腎皮質腺腫に注目した。この腺腫の
 機能と形態を結びつけた研究は,今後の重要な課題と思われる。
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 審査結果の要旨
 本研究は副腎皮質を充分理解するために機能と結びついた構造の把握が不可欠であるとの観点
 から,ヒトの副腎手術材料につき正常副腎皮質及び機能性副腎腺腫の微細構造の比較検討を行っ
 たものである。
 正常副腎皮質組織は,腎結核,副腎外褐色細胞腫,腎血管性高血圧症各1例と乳癌4例からえ
 られた。
 副腎皮質は滑面小胞体,ミトコンドリア及びリポイド滴の性状により,球状帯,束状帯外層及
 び内層,網状帯の4層に分けられる。前三者については従来報告された所見と大差なかったが,
 網状帯ではミトコンドリアと滑面小胞体の性状から細胞をA,Bの二型に分けることができた。
 一般にいわれているように,副腎皮質が層ごとに細胞内小器官の性状を異にしていることは,
 ある程度機能の相違を反映しているものと思われる定型的腺腫との比較により,アルドステロ
 ンと束状帯外層,コルチゾールと網状帯B型細胞といった。一部のステロイド産生部位の推定は
 可能であるが,単純な割付は危険であり,層ごとのステロイドやその合成酵素系の分布と合わせ
 て検討することが今後の課題であろう。
 腺腫の険索は原発性アルドステロン症17例,クッシング症候群9例について行われた。腺腫
 細胞を正常副腎皮質の構造と比較し定型的腺腫と非定型的腺腫に分類した。原発性アルドステロー
 ン症17例中10例の腺腫細胞は,束状帯外層の一部に類似し,クッシング症候群9例中6例は、
 網状帯B型細胞に類似し,しかも所見が比較的一定しているという点から定型的腺腫と見倣され
 た。
 これに対し残りの腺腫は非定型的とみられた。然も原発性アルドステロン症腺腫の7例中3例
 は球状帯に類似し,4例は束状帯内層ないし網状帯に類似していた。非定型的クッシング症候群
 腺腫3例は,微細構造上定型的原発性アルドステロン症腺腫に類似する傾向を示した。
 クッシング症候群やアルドステロン症腺腫には,小器官の性状からみて定型的腺腫が多いが,
 他方多様性に富み,時には両者の区別が困難である。形態は少なからず機能を反映しているもの
 とみられるところがら,両疾患の機能的多様性が推定され,臨床的,生化学的にも裏付けられつ
 つある。こうした腺腫の形態学的多様性とその背景をなす機能的多様性の緻密な照合は,副腎の
 機能病理学にとって重大な意義をもつものである。この意味で従来あまり顧みられなかった非定
 型的腺腫に焦点をあてた本研究の意義は甚だ大きく,学位の価値あるものと認められる。
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